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新
た
な
る
門
出
に
幸
あ
れ
。

今
年
の
新
成
人
者
は
３
８
６
名
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甲
州
市
成
人
式

名
３８６

　

１
月
10
日
、
甲
州
市
民
文
化
会
館
で
甲
州

市
成
人
式
を
開
催
し
、
色
彩
豊
か
な
振
袖
や

真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
３
８
６
名

の
新
成
人
者
が
、
希
望
や
夢
を
胸
に
新
た
な

る
門
出
の
式
典
に
集
い
ま
し
た
。

　

来
賓
の
方
々
が
祝
福
す
る
な
か
、
田
辺
市

長
は「
若
き
日
の“
想
い
”や“
決
意
”を
し
っ

か
り
心
に
刻
み
、
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で

く
だ
さ
い
。」
と
熱
い
エ
ー
ル
を
新
成
人
者
へ

送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
者
を
代
表
し
て
実
行
委
員

長
の
鶴
田
桂
樹
さ
ん
が
「
大
人
と
し
て
の
責

任
を
持
ち
、
若
者
ら
し
く
日
々
を
大
切
に
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。」
と
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
皆
さ

ん
へ
、
力
強
く
決
意
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
者
は
再
会
し
た
友
人
と
の
会
話
に

花
を
咲
か
せ
、
未
来
へ
の
大
き
な
希
望
と
、

新
た
な
る
明
日
に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
ま
し

た
。

①記念品として勝沼ワイン協会オリ
ジナルワイングラスを贈呈。②市民
の歌を新成人の皆さんで合唱しまし
た。③旧友との再会に思わず頬がほ
ころぶ。④恩師との再会を喜ぶ新成
人。⑤会場では「自撮り」で記念撮
影する姿も見られました。

二
十
歳

成人者を代表して決意を宣誓した
実行委員会の鶴田桂樹さん

の

旅
立
ち
を
祝
福

❶❷



広報こうしゅう
3

Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｅ

 Ｔ
Ｒ

Ｕ
Ｅ

 Ｄ
Ｒ

Ｅ
Ａ

Ｍ

はたち
の誓い

山田悠斗さん衣川沙希さん大森麻裕さん岡　穂春さん

星野百萌さん丸山沙耶さん

早川果奈さん住倉春奈さん

田草川真由さん林　萌子さん古屋美緒さん鶴田尚之さん

これからの輝かしい未来へ、それぞ
れの胸に秘める夢や想いを笑顔とと
もにご紹介します。今回、新成人を
代表し、実行委員の皆さんに夢を
綴ってもらいました。

❸❹❺
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♪
甲州市生涯学習推進大会
平成２７年度

～ともに学びあい
　　　ともにふれあい
　　　　　ともに支えあい～

甲州市民文化会館
ホール
午後１２時３０分～（開場）
午後１時～４時４５分

入場無料２月２０日（土）
＊子どもたちからの提案
　「平和について」　　　　　　　(午後１時２０分～)

＊甲州市童謡フェスティバル　　
　～ひびけ山河へみんなの歌声～
　①甲州市民による童謡・叙情歌の合唱
　　　　　　　　　　　　　　(午後１時４５分～ )
　②土屋朱帆童謡コンサート　(午後３時２０分～ )
　　　歌：土屋朱帆　　ピアノ：本定佳子

雨宮　未侑（勝沼小　６年）
荻原　大晴（大和中　２年）
中嶋　真優（日川高校３年）

発表者

�当日は駐車場が混み合
いますので、乗り合わ
せにてご来場ください。

■主催　甲州市生涯学習市民協議会　　■共催　甲州市教育委員会
◆お問い合わせ先　甲州市教育委員会 生涯学習課 社会教育担当　☎３２ ‐ ５０９７

戦後７０年という節目の年に、各
学校の代表者より「平和」をテー
マに意見発表を行います。もう一
度「平和」について皆さんで考え
る良い機会になると思います。

富士吉田市出身。
４歳から童謡、６歳からピアノを始める。国立
音楽大学付属音楽高等学校を経て、同大学声
楽学科卒業。２００４年全国童謡歌唱コンクー
ル大人部門全国第１位、金賞及び寛仁親王牌受
賞。「童謡の原点のような歌唱」と好評を得る。
２０１４年第４４回日本童謡賞・特別賞受賞。

2/16-�2/28�� 土屋朱帆さん�企画展 
～戦争の記憶を語り継ぐために～
戦争資料等を展示します。
歴史民俗資料室
※観覧無料 (2２日は休館 )

童謡コンサートゲスト

各地区公民館の合唱�（１４団体が参加 )
市内各地区の公民館ごとに２, ３曲の合唱を披露し
ます。美しい歌声が響き渡ります♪



広報こうしゅう
5

３月１２日（土）

あかちゃん・きいちゃん・みどりちゃん

内　容　�食育に関する各分野での取り
組みの発表

　　　　試食を通じた参加者同士の交流
対　象　�市民・食育に関心のある方ど

なたでも
参加費　無料

本年度は、市内保育所（園）・幼稚園、学校、地
域、行政などの各分野で食育を推進している皆さ
まの取り組みを「じまん（自慢）」していただく
発表会を開催します。おいしい試食を楽しみなが
ら、甲州市の食育について知る機会にしてみませ
んか。

今、人気の「おにぎらず」作りにチャレンジ！
また、食育を学ぶツール（道具）として誕生
した「甲州市食育カルタ」で遊びながら、楽
しく「食育」を学んでみませんか。
■場　所　
　甲州市民文化会館　2階第3会議室
■対　象　�年長児～小学校4年生までの親

子（３～４年生は子どもだけの参
加もできます）

■定　員　３０名（事前申し込み）
■参加費　無　料（参加記念品あり）
■持ち物　�エプロン、三角巾（バンダナ等）、

ハンドタオル
■その他　�アレルギーがある方は申し込み時

にご相談ください
■申込み　２月２９日（月）まで
　　　　※電話でお申し込みください。

◆お問い合わせ先　甲州市食育推進会議事務局　健康増進課　健康づくり担当　☎３3 ‐ ７８１２

こだわりの食材
を使った料理を
試食できるよ！
楽しみだね♪

ぱきぱきマンと
歌っておどろう！

～
学

び
と

交
流

を通じ、食育の実践の輪を
広

げ
よ

う
～

午後１時～午後３時３０分
※午後１２時３０分～　受付
場　所　
甲州市民文化会館　2 階大会議室

参加者募集
キッズクッキング教室 
午前１０時１５分～
　　　　　　午後１２時２０分

※午前１０時～　受付

これまでの
食育まつりが

食育じまん発表会に
なりました♪

食
育
じ
ま
ん
発
表
会

甲州市民文化会館入場無料

ぱきぱきマン
甲州市食育推進

オリジナルキャラクター
手ばかリーナ

甲州市食育推進オリジナルキャラクター

初
開
催
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甲州市
消防団

出
初
式

１
年
間
の
無
火
災
と

市
民
皆
様
の
安
心
・
安
全
を
祈
願

　

甲
州
市
消
防
団
は
１
月
10
日
、

塩
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
出
初

式
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
、

地
域
の
消
防
、
防
災
活
動
に
貢
献

し
て
い
る
団
員
の
方
々
に
、
山
梨

県
消
防
協
会
会
長
な
ど
か
ら
表
彰

状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
甲
種
功
労
章

　
雨
宮　
幸
博　
（
塩
山
分
団
）

　
反
田　
雄
樹　
（
奥
野
田
分
団
）

　
古
屋　
浩
司　
（
松
里
分
団
）

　
広
瀬　
修　
　
（
玉
宮
分
団
）

　
小
室　
治
久　
（
大
藤
分
団
）

◆
乙
種
功
労
章

　
武
井　
利
晃　
（
塩
山
分
団
）

　
岡　
　
成
禎　
（
塩
山
分
団
）

　
廣
瀬　
亮　
　
（
塩
山
分
団
）

　
雨
宮　
元
樹　
（
塩
山
分
団
）

　
木
下　
優
人　
（
奥
野
田
分
団
）

　
那
須　
三
紀　
（
奥
野
田
分
団
）

　
古
屋　
卓
也　
（
松
里
分
団
）

　
池
田　
良
平　
（
松
里
分
団
）

　
土
屋　
和
彦　
（
松
里
分
団
）

　
佐
野　
洋
幸　
（
松
里
分
団
）

　
久
保　
亘　
　
（
玉
宮
分
団
）

　
山
口　
幸
生　
（
大
藤
分
団
）

　
廣
瀬　
政
喜　
（
神
金
分
団
）

　
雨
宮　
智
紀　
（
神
金
分
団
）

　
田
邉　
健
一　
（
神
金
分
団
）

　
田
邊　
信
次　
（
神
金
分
団
）

　
渡
邊　
光　
　
（
勝
沼
分
団
）

　
久
保
田
雅
史　
（
勝
沼
分
団
）

　
雨
宮　
吉
成　
（
勝
沼
分
団
）

　
金
井　
巌　
　
（
祝
分
団
）

　
金
井　
勝
也　
（
祝
分
団
）

　
雨
宮　
久　
　
（
祝
分
団
）

　
山
下　
浩
樹　
（
東
雲
分
団
）

　
谷
内　
邦
行　
（
東
雲
分
団
）

　
三
浦　
宏
友　
（
東
雲
分
団
）

　
奥
田　
純　
　
（
菱
山
分
団
）

　
高
橋　
義
英　
（
菱
山
分
団
）

　
有
賀　
一
則　
（
大
和
分
団
）

　
塩
野　
清
一　
（
大
和
分
団
）

　
佐
藤　
武
雄　
（
大
和
分
団
）

　
佐
藤　
純
一　
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会
感
謝
状

◆
退
職
団
長
感
謝
状

　
小
倉　
孝
三　
（
前
団
長
）

東
山
梨
行
政
事
務
組
合

管
理
者
感
謝
状

　
小
倉　
孝
三
（
前
団
長
）

　
廣
瀬　
行
人
（
前
塩
山
分
団
長
）

　
塩
澤　
正　
　
（
前
奥
野
田
分
団
長
）

　
田
邉　
健　
　
（
前
松
里
分
団
長
）

　
雨
宮　
秀
一
（
前
玉
宮
分
団
長
）

　
小
野　
洋　
　
（
前
神
金
分
団
長
）

　
渡
辺　
一
昭
（
前
勝
沼
分
団
長
）

　
𠮷
原　
義
明
（
前
祝
分
団
長
）

　
佐
藤　
貴
久
（
前
菱
山
分
団
長
）

　
望
月　
正
人
（
前
大
和
分
団
長
）

峡
東
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

所
長
表
彰

◆
功
労
章

　
廣
瀬　
尚
武　
（
塩
山
分
団
）

　
武
藤　
健
一　
（
奥
野
田
分
団
）

　
武
居　
基　
　
（
松
里
分
団
）

　
中
村　
賢
一　
（
玉
宮
分
団
）

　
田
中　
初
夫　
（
神
金
分
団
）

　
小
林　
勇
人　
（
勝
沼
分
団
）

　
高
野　
晃　
　
（
祝
分
団
）

　
岩
佐　
宣
寿　
（
東
雲
分
団
）

　
佐
藤　
裕
一　
（
菱
山
分
団
）

日
下
部
警
察
署
長

防
犯
協
会
日
下
部
支
部
長
表
彰

◆
功
労
章

　
奥
山　
慎
司　
（
塩
山
分
団
）

　
池
田　
力　
　
（
塩
山
分
団
）

　
窪
川　
庸
介　
（
塩
山
分
団
）

　
宮
原　
正
太　
（
奥
野
田
分
団
）

　
山
本　
和
宏　
（
奥
野
田
分
団
）

　
田
邉　
朋
之　
（
松
里
分
団
）

　
廣
瀬　
秀
仁　
（
松
里
分
団
）

　
飯
島　
俊
仁　
（
松
里
分
団
）

　
長
沢　
太
晶　
（
松
里
分
団
）

　
高
石　
孝
仁　
（
玉
宮
分
団
）

　
掛
本　
正
記　
（
玉
宮
分
団
）

　
玉
川　
勇
太　
（
大
藤
分
団
）

　
鶴
田
虎
太
郎　
（
大
藤
分
団
）

　
小
野　
健
児　
（
神
金
分
団
）

　
徳
良　
智
博　
（
神
金
分
団
）

　
雨
宮　
陽
介　
（
神
金
分
団
）

　
雨
宮　
康
順　
（
勝
沼
分
団
）

　
平
塚　
悟　
　
（
勝
沼
分
団
）

　
岩
森　
俊　
　
（
勝
沼
分
団
）

　
金
井　
巌　
　
（
祝
分
団
）

　
高
野　
晃　
　
（
祝
分
団
）

　
武
藤　
正
弘　
（
東
雲
分
団
）

　
飯
高　
博
太　
（
東
雲
分
団
）

　
小
澤　
宏
一　
（
東
雲
分
団
）

　
若
月　
孝　
　
（
菱
山
分
団
）

　
佐
野　
智
哉　
（
菱
山
分
団
）

　
飯
塚　
浩　
　
（
菱
山
分
団
）

　
野
澤　
照
季　
（
大
和
分
団
）

　
古
屋
多
加
夫　
（
大
和
分
団
）

　
荻
原　
成
浩　
（
大
和
分
団
）
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山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
表
彰

◆
功
労
章

　
廣
瀬　
真
一　
（
塩
山
分
団
）

　
吉
田　
吏　
　
（
塩
山
分
団
）

　
中
村　
孝
二　
（
奥
野
田
分
団
）

　
相
川　
陽
一　
（
奥
野
田
分
団
）

　
広
瀬　
雄
司　
（
松
里
分
団
）

　
相
澤　
孝
夫　
（
松
里
分
団
）

　
中
村　
勝
彦　
（
玉
宮
分
団
）

　
古
屋　
勝
弘　
（
大
藤
分
団
）

　
小
野　
一
仁　
（
神
金
分
団
）

　
河
合　
君
英　
（
神
金
分
団
）

　
丸
山　
浩
一　
（
勝
沼
分
団
）

　
志
村　
和
明　
（
勝
沼
分
団
）

　
田
口　
実　
　
（
祝
分
団
）

　
高
野　
武
仁　
（
祝
分
団
）

　
三
枝　
宗
徳　
（
東
雲
分
団
）

　
坂
本　
敏
夫　
（
東
雲
分
団
）

　
内
田
瑛
一
郎　
（
菱
山
分
団
）

　
深
澤　
明
彦　
（
菱
山
分
団
）

　
平
山　
健
二　
（
大
和
分
団
）

　
平
山　
智
之　
（
大
和
分
団
）

◆
優
良
部
表
彰

　
塩
山
分
団　
　
第
１
部

　
奥
野
田
分
団　
第
４
部

　
松
里
分
団　
　
第
４
部

　
玉
宮
分
団　
　
第
１
部

　
大
藤
分
団　
　
第
１
部

　
神
金
分
団　
　
第
４
部

　
勝
沼
分
団　
　
第
１
部

　
祝
分
団　
　
　
第
１・
２
部

　
東
雲
分
団　
　
第
２
部

　
菱
山
分
団　
　
第
２
部

　
大
和
分
団　
　
第
９
部

◆
優
良
団
員
表
彰

　
広
瀬　
健　
　
（
塩
山
分
団
）

　
内
田　
淳　
　
（
塩
山
分
団
）

　
小
池　
寿
幸　
（
塩
山
分
団
）

　
宮
川　
鉄
也　
（
塩
山
分
団
）

　
上
杉　
和
人　
（
奥
野
田
分
団
）

　
天
野　
富
夫　
（
奥
野
田
分
団
）

　
池
田　
司　
　
（
松
里
分
団
）

　
広
瀬　
勝
彦　
（
松
里
分
団
）

　
武
井　
修
一　
（
松
里
分
団
）

　
雨
宮　
賢
一　
（
松
里
分
団
）

　
雨
宮　
城
仁　
（
玉
宮
分
団
）

　
津
島　
弘　
　
（
大
藤
分
団
）

　
田
邉　
淳　
　
（
大
藤
分
団
）

　
高
橋　
庄
司　
（
神
金
分
団
）

　
小
野　
隆
弘　
（
神
金
分
団
）

　
田
中　
光
義　
（
神
金
分
団
）

　
中
村　
稔　
　
（
神
金
分
団
）

　
三
井　
潤
一　
（
勝
沼
分
団
）

　
岩
間　
大
介　
（
勝
沼
分
団
）

　
野
沢　
良
樹　
（
勝
沼
分
団
）

　
後
藤　
一
隆　
（
祝
分
団
）

　
佐
藤　
克
也　
（
祝
分
団
）

　
上
野　
和
利　
（
祝
分
団
）

　
早
川　
誠
一　
（
東
雲
分
団
）

　
武
井　
教
幸　
（
東
雲
分
団
）

　
田
口　
淳
一　
（
東
雲
分
団
）

　
西
矢　
智
一　
（
菱
山
分
団
）

　
鈴
木　
光
将　
（
菱
山
分
団
）

　
佐
藤　
一
真　
（
大
和
分
団
）

　
佐
藤　
賢
宏　
（
大
和
分
団
）

　
寺
島　
純
道　
（
大
和
分
団
）

◆
無
火
災
部
表
彰

　

 

奥
野
田
分
団　
第
３
部

山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
感
謝
状

◆
第
22
回
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
出
場
女
性
消
防
隊

東
山
梨
消
防
本
部消

防
長
表
彰

◆
功
労
章

　
田
辺　
好
樹　
（
神
金
分
団
）

　
小
澤　
泰
之　
（
勝
沼
分
団
）

　
神
田　
満　
　
（
祝
分
団
）

　
佐
藤　
浩
和　
（
菱
山
分
団
）

　
佐
藤　
繁
樹　
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
長
表
彰

◆
功
労
章

　
藤
原　
隆
志　
（
塩
山
分
団
）

　
姉
川　
和
徳　
（
塩
山
分
団
）

　
武
井　
勇
太　
（
奥
野
田
分
団
）

　
荻
原　
純
一　
（
奥
野
田
分
団
）

　
村
田　
光　
　
（
松
里
分
団
）

　
高
石　
誠
治　
（
松
里
分
団
）

　
中
里　
武
正　
（
玉
宮
分
団
）

　
小
佐
川　
篤　
（
玉
宮
分
団
）

　
村
松　
洋
一　
（
大
藤
分
団
）

　
萩
原　
正
樹　
（
大
藤
分
団
）

　
德
良　
昭
人　
（
神
金
分
団
）

　
矢
崎　
雄
一　
（
神
金
分
団
）

　
古
屋　
陽
明　
（
勝
沼
分
団
）

　
丸
山　
祐
司　
（
勝
沼
分
団
）

　
鈴
木　
卓　
　
（
祝
分
団
）

　
天
野　
一
太　
（
祝
分
団
）

　
中
井　
信
也　
（
東
雲
分
団
）

　
田
本　
勝
行　
（
東
雲
分
団
）

　
三
橋　
東　
　
（
菱
山
分
団
）

　
古
屋　
敏
弘　
（
菱
山
分
団
）

　
手
塚　
雅
也　
（
大
和
分
団
）

　
佐
藤　
宏
樹　
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
消
防
団
長
表
彰

◆
功
労
章

　
高
畑　
龍
樹　
（
塩
山
分
団
）

　
田
辺　
健
太　
（
塩
山
分
団
）

　
駒
井　
洸　
　
（
塩
山
分
団
）

　
小
沢　
真
也　
（
塩
山
分
団
）

　
大
沢　
裕
貴　
（
塩
山
分
団
）

　
古
屋　
一
穂　
（
塩
山
分
団
）

　
杉
本　
和
樹　
（
塩
山
分
団
）

　
後
藤
裕
太
郎　
（
塩
山
分
団
）

　
佐
藤　
康
貴　
（
奥
野
田
分
団
）

　
雨
宮　
和
仁　
（
奥
野
田
分
団
）

　
雨
宮　
賢
二　
（
松
里
分
団
）

　
藤
原　
一
樹　
（
松
里
分
団
）

　
手
塚　
治
幸　
（
松
里
分
団
）

　
竹
井　
翔
悟　
（
松
里
分
団
）

　
小
倉　
拓　
　
（
松
里
分
団
）

　
町
田　
貴
洋　
（
松
里
分
団
）

　
和
田　
秀
都　
（
大
藤
分
団
）

　
廣
瀬　
徳
隆　
（
大
藤
分
団
）

　
小
椋　
康
裕　
（
大
藤
分
団
）

　
佐
野　
裕
司　
（
神
金
分
団
）

　
矢
崎　
甲
斐　
（
神
金
分
団
）

　
古
屋　
大
樹　
（
神
金
分
団
）

　
廣
瀬　
健
太　
（
神
金
分
団
）

　
手
塚　
久
忠　
（
神
金
分
団
）

　
山
口　
康
雄　
（
勝
沼
分
団
）

　
土
屋　
祐
輝　
（
勝
沼
分
団
）

　
奥
山　
潤　
　
（
勝
沼
分
団
）

　
大
竹　
紘
樹　
（
勝
沼
分
団
）

　
萩
原　
大
地　
（
勝
沼
分
団
）

　
丸
山　
和
也　
（
勝
沼
分
団
）

　
鈴
木　
佑
介　
（
勝
沼
分
団
）

　
久
保
田
隆
仁　
（
勝
沼
分
団
）

　
有
賀　
裕
剛　
（
祝
分
団
）

　
山
田　
裕
太　
（
祝
分
団
）

　
金
井　
雅
樹　
（
祝
分
団
）

　
名
取　
俊　
　
（
東
雲
分
団
）

　
辻　
智
仁　
　
（
東
雲
分
団
）

　
駒
田　
和
樹　
（
東
雲
分
団
）

　
三
科　
拓
哉　
（
東
雲
分
団
）

　
樋
口　
誠
哉　
（
菱
山
分
団
）

　
平
山　
公
一　
（
大
和
分
団
）

　
佐
藤　
嘉
彦　
（
大
和
分
団
）

　
奥
山　
忍　
　
（
大
和
分
団
）

　
佐
野
ま
す
み　

　
矢
野
み
ち
子　

　
守
岡　
美
恵　

　
上
野　
理
恵　

◆
無
火
災
分
団
、
部
表
彰

　

 

玉
宮
分
団
、
大
藤
分
団
、
菱
山

分
団
、
大
和
分
団
、
塩
山
分
団

第
３
部
・
第
４
部
・
第
５
部

甲
州
市
消
防
団
長
感
謝
状

◆
退
職
役
員

　
小
倉　
孝
三
（
前
団
長
）

　
廣
瀬　
行
人
（
前
塩
山
分
団
長
）

　
塩
澤　
正　
　
（
前
奥
野
田
分
団
長
）

　
田
邉　
健　
　
（
前
松
里
分
団
長
）

　
雨
宮　
秀
一
（
前
玉
宮
分
団
長
）

　
小
野　
洋　
　
（
前
神
金
分
団
長
）

　
渡
辺　
一
昭
（
前
勝
沼
分
団
長
）

　
𠮷
原　
義
明
（
前
祝
分
団
長
）

　
佐
藤　
貴
久
（
前
菱
山
分
団
長
）

　
望
月　
正
人
（
前
大
和
分
団
長
）



平成 28年 2月
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市長の市政報告＊要約抜粋＊
甲州市議会 12 月定例会
将来に向けた
市政改革と創造推進

　平成 27 年甲州市議会 12 月定例会の本会議
初日（平成 27 年 12 月 2 日）に田辺市長が
述べた市政報告（要約抜粋）をお知らせします。

産
学
金
官
で
組
織

地
域
創
生
検
討
会
議

　

本
年
度
末
ま
で
に
策
定
い
た
し

ま
す
「
甲
州
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
甲
州
市
総
合
戦
略
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
様
々
な
分
野
、
年

齢
の
方
々
か
ら
広
く
ご
意
見
を
伺

い
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
る
た
め
、
産
業
界
、
学
校

関
係
者
、
金
融
機
関
、
労
働
関
係

等
の
代
表
で
組
織
す
る
「
甲
州
市

地
域
創
生
検
討
会
議
」
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
施
策
ご
と
の
数
値
目

標
、
重
要
業
績
評
価
指
標
等
の
検

討
を
い
た
だ
き
策
定
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

行
政
需
要
の
対
応
強
化

行
政
組
織
の
再
編

　

総
合
戦
略
の
推
進
体
制
の
整
備
、

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
の
施
行

等
な
ど
に
よ
る
多
様
化
す
る
行
政

需
要
へ
の
対
応
強
化
を
図
る
た
め
、

市
民
課
の
人
口
対
策
室
を
移
管
し
、

政
策
秘
書
課
へ
「
地
域
創
生
推
進

室
」
を
設
置
。
ま
た
、
介
護
支
援

課
の
高
齢
者
支
援
担
当
を
「
高
齢

者
支
援
担
当
」と「
介
護
予
防
担
当
」

に
改
編
し
高
齢
者
支
援
の
体
制
強

化
を
そ
れ
ぞ
れ
図
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

大
藤
・
神
金
・
玉
宮

小
規
模
校
の
存
続
へ

文
部
科
学
省
よ
り
「
少
子
化
・
人

口
減
少
に
対
応
し
た
活
力
あ
る
学

校
教
育
推
進
事
業
」と
し
て
、大
藤・

神
金
・
玉
宮
の
３
小
学
校
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
小
規
模
校
を

存
続
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
研
究

し
て
参
り
ま
す
。

総
合
健
診

過
去
最
高
の
受
診
率

　

８
月
か
ら
11
月
ま
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
総
合
健
診
は
、
保
健
環

境
委
員
会
と
協
働
実
施
し
て
お
り

ま
す
健
康
診
断
希
望
調
査
の
定
着

化
よ
り
、
総
受
診
者
数
が
過
去
最

高
と
な
り
、
健
康
づ
く
り
に
対
す

る
意
識
の
向
上
が
更
に
図
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
の
個
人
負
担
分
に
係
る
助
成
事

業
が
、
昨
年
11
月
か
ら
、
県
下
一

斉
に
窓
口
無
料
化
方
式
か
ら
自
動

還
付
方
式
に
移
行
し
て
実
施
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
医
療
費

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
対

象
と
な
る
重
度
心
身
障
害
児
の
医

療
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
月
か

ら
窓
口
無
料
化
と
す
る
た
め
今
議

会
に
条
例
の
改
正
案
を
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。



広報こうしゅう
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甲州、山梨、笛吹と山梨県が連携協力
峡東地域ワインリゾート構想
甲州、山梨、笛吹市の峡東３市と山梨県が中心となり１月５日、

「県産ワイン」と「宿泊」を一体化した滞在型観光地を目指す
「峡東地域ワインリゾート推進協議会（会長 田辺篤市長）」を
発足しました。
この協議会は、「峡東地域ワインリゾート構想」を促進する母
体で、温泉旅館などに泊まりながらワインの産地を巡り、地
域の歴史や食、自然を楽しんでもらう滞在型観光地を目指す
ものです。
山梨県防災新館で開かれた協議会の設立総会には、峡東３市
の市長をはじめ、山梨県や峡東地域のワイン団体や宿泊施設
の組合、世界的に有名なソムリエ、田崎真也さんらがアドバ
イザーとして参加。
２０１９年度までにワイン関連のイベント企画や施設整備な
どを進め、今年度から５年間で、峡東地域の観光客の消費額
を現状の６７９億円から
７８０億円（１５％増）
まで増やす目標を掲げて
います。

同推進協議会の会長
として議事を進行す
る田辺市長。

P I C K U P

果
樹
産
地
の
振
興

農
産
物
の
販
路
拡
大
へ

　

こ
ろ
柿
の
被
害
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
11
月
に
入
り
天
気
が

安
定
し
な
い
日
が
続
き
、
干
し
た

柿
に
か
び
が
生
え
た
り
落
下
し
た

り
す
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
25
日
に
私
自
身
現
状
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
農
家
の
皆

さ
ん
か
ら
切
実
な
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
県
、
Ｊ
Ａ
等
と
協
議
し
支

援
策
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協
議

会
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
９

月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
掛
け
て

２
回
マ
レ
ー
シ
ア
で
商
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
も
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
へ
の
関
心
は
高

く
、
来
年
の
輸
出
に
向
け
具
体
的

な
商
談
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
大

き
な
手
ご
た
え
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
世
界
農
業
遺
産
の
認
定

で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
自
治
体
が
連
携
し
て
文
化
資
源

の
保
護
、
発
展
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
地
方
創
生

や
観
光
の
活
性
化
に
結
び
つ
い
て

い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
22
日
に
は
、
甲
州
市
世
界

農
業
遺
産
市
民
会
議
を
設
置
し
、

同
月
27
日
に
は
、
後
藤
知
事
の
ご

出
席
を
い
た
だ
く
中
で
、「
峡
東
地

域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
」

を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
峡
東
３
市
と
県
の
連
携

を
強
化
し
、
平
成
28
年
4
月
ま
で

の
申
請
書
提
出
に
向
け
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

農
業
の
基
盤
整
備

市
民
生
活
の
環
境
整
備
へ

　

市
で
は
、
農
業
の
基
盤
強
化
と

農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
進
め
る

た
め
、
地
域
の
要
望
に
即
し
た
基

盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
か
ら
の
要
望
が
強

く
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、

勝
沼
町
山
地
区
、
県
道
休
息
勝
沼

線
の
ク
ラ
ン
ク
に
係
る
代
替
策
と

し
て
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
に
よ
り
、
農
道
12
号
と
し
て
来

年
3
月
の
完
成
を
目
途
に
工
事
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
近
年
河
川
内
に
立
ち
木

等
が
乱
立
し
防
災
及
び
環
境
面
に

お
い
て
は
、
市
民
生
活
へ
の
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

山
梨
県
が
管
理
し
て
お
り
ま
す
市

内
を
流
れ
る
堆
積
の
多
い
一
級
河

川
を
重
点
的
に
、
浚
渫(

し
ゅ
ん

せ
つ)

・
伐
採
を
県
に
強
く
要
望
し

た
と
こ
ろ
年
次
計
画
で
順
次
行
な

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
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甲州市歯科医師会
中村弘之さん（ナカムラ歯科医院）が語る

歯周病と糖尿病
歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
て

健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

　
歯
周
病
は
、
中
高
年
以
降
に
お
い
て
虫

歯
と
と
も
に
、
歯
が
な
く
な
る
主
な
原
因

の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、
成
人
の
８
割
が

歯
周
疾
患
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
で
あ

る
歯
周
疾
患
の
予
防
と
早
期
発
見
を
支

援
す
る
た
め
、
20
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
歯
周
病
は
、
初
期
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
な
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

悪
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
歯
周
疾
患

検
診
を
受
け
て
日
頃
か
ら
気
を
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　全身の病気の中でも、特に「糖尿病」は、
早くからその関連が言及されてきました。
糖尿病で、しかも血糖値のコントロールが
悪い方の歯周病は、重篤化することが多い
ですが、糖尿病の治療がうまくいっている
と、歯周病も安定してきます。
　また、糖尿病治療をされているお医者
さんの中には、歯周病治療がしっかりで
きていると、糖尿病の指標の一つである
HbA1c が下がったり、血糖値のコントロ
ールがしやすくなると、明言される方もい
ます。つまり、歯周病と糖尿病、この両疾
患を同時に、しかも的確に治療することが
重要というわけです。

キーワードは早期発見と発見治療です。
甲州市の歯周疾患検診

①歯周疾患検診の対象者
　甲州市に住む２０歳以上の方
②受診方法
　 実施医療機関へ事前に予約してください。歯周疾患検診

受診票と保険証を持参して検診を受けてください。
※ 受診票は、健康増進課、勝沼支所、大和支所の窓口で発

行できます。
③自己負担
　 ８００円（医師の判断により保険診療を行い、別途料金

が発生する場合があります。）
④検査内容
◦歯周病に関わる日常生活や全身の病気などの問診
◦むし歯や歯石の状態などの確認
◦歯周ポケットの深さの確認。

歯周疾患検診に関する詳しい内容は、市ホームページ「平
成２７年度甲州市健康カレンダー」もしくは健康増進課へ
お問い合わせください。

◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康企画・医療担当　☎３２ ‐ ５０１４

　市では、歯周疾患検診の受診を促
進し、歯周病予防につなげるため、
満３０歳、４０歳、５０歳、６０歳、
７０歳の方の歯周疾患検診を無料で
実施しています。また、ママと赤ち
ゃんの健康のため、妊婦さん（妊娠
届出のあった方）の歯周疾患検診も
無料で行っています。
※ 原則無料ですが、医師の判断によ

り保険診療を行い、別途料金が発
生する場合があります。

市内に住民票の
ある２０歳以上
の方なら、どな
たでも受けられ
ます。

歯周病と関連する病気

満 30/40/50/60/70 歳の方
妊婦さんは・・・・

歯周疾患検診が
無料で受けられます。

脳卒中

肺炎糖尿病悪化

心臓病
（狭心症・心筋梗塞等）
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誇
り
あ
る
農
業
を
未
来
に
つ
な
ぐ

世
界
農
業
遺
産
セ
ミ
ナ
ー

　

甲
州
市
塩
山
農
業
振
興
協
議
会
で
は
、
本

市
が
推
進
す
る
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、「
誇
り
あ

る
農
業
を
未
来
に
つ
な
ぐ　

世
界
農
業
遺
産

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　
時

　

２
月
23
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所

　
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨�

本
所�

２
階�

会
議
室

■
内　
容

　
世
界
農
業
遺
産
で
未
来
に
つ
な
ぐ

　
「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」

　
講
師　

�

世
界
農
業
遺
産
「
静
岡
の
茶
草
場

農
法
」
推
進
協
議
会
関
係
者

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
果
樹
農
林
・
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

■公売物件①（土地）
　所　　在　　甲州市塩山上於曽字山腰２９番１
　　　　　　　及び３１番（２筆）
　地　　目　　雑種地
　地　　積　　合計１，１６８㎡
　見積価額　　９，１００，０００円
　公売保証金　　 ９１０，０００円

■公売物件②（土地及び建物）
◦土地◦
　所　　在　　甲州市塩山下於曽字若宮９６０番１
　地　　目　　宅地
　地　　積　　８６０. ３２㎡
◦建物Ａ◦
　所　　在　　甲州市塩山下於曽字若宮９６０番地
　家屋番号　　９６０番
　種　　類　　居宅
　構　　造　　木造瓦・亜鉛メッキ鋼板葺２階建
　床 面 積　　１階　１１６. ２０㎡
　　　　　　　２階　　２６. ４９㎡
◦建物Ｂ◦
　所　　在　　甲州市塩山下於曽字若宮９６０番地
　家屋番号　　９６０番の２
　種　　類　　車庫
　構　　造　　鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平家建
　床 面 積　　１階　７２. ９６㎡
　見積価額　　１１，９７０，０００円
　公売保証金　　１，２００，０００円

＊公売日時＊
入札時間　2月9日（火）
　　　　　午後１時３０分～午後２時まで

開札時間　2月9日（火）午後２時０１分
＊公売会場＊
山梨県笛吹市石和町広瀬７８５番地
山梨県東八代合同庁舎３階大会議室

平成２７年度
第４回
合同不動産公売

公売日は２月9日（火）

　公売に参加するためには、左記の公売保証金の納
付が必要です。公売保証金を納付した後でなければ、
入札できません。入札に際しては、あらかじめ公売
物件の現況等をご確認いただき、市役所収納課に備
え付けの関係公簿を閲覧したうえで入札してくださ
い。ご不明な点及び入札日に必要な書類等について
は、甲州市役所収納課までお問い合わせください。
◆お問い合わせ先
　収納課　☎３２ ‐ ２１１１（内１７２）

公売物件①

公売物件② 建物Ａ

公売物件② 建物Ｂ

　市では、山梨県総合県税事務所と合同で、市
税の滞納者から差し押さえた不動産の公売を実
施します。公売物件の購入を希望される場合は、
入札への参加が必要になります。
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　ジェネリック医薬品は新薬（先発医薬品）の特許が切れた後につくられ、新薬と同
一の有効成分を含み、効き目や安全性が新薬と同等であると厚生労働省が承認したお
薬です。
　新薬は開発に多額の費用・時間がかかりますが、ジェネリック医薬品は開発期間が
短く低コストなため価格も安く医療費の節約に役立ちます。また医薬品メーカーによっ
てお薬を飲みやすい形や大きさに変えたり、苦味を抑えるなどの後発品ならではの工
夫が施されている薬もあります。

市国保のジェネリック医薬品使用割合は４３．７％
　平成２７年３月のジェネリック医薬品使用割合（数量）は、都道
府県により差があります。山梨県は５０．５％で、全国４７都道府
県中４６位でした。
　市国保の使用割合は４３．７％とまだまだ低い状況です。

ジェネリック医薬品をご希望される際には
　「ジェネリック医薬品希望カード」をご活用ください
　ジェネリック医薬品は安心・安全なお薬ですが、利用の際にはま
ず、かかりつけ医師や薬剤師に相談をしてください。しかし、なか
なか言い出しにくい場合もあると思います。市国保では、「ジェネ
リック医薬品希望カード」をご用意していますので、保険証やお薬
手帳とともに提示しご活用ください。カードをご希望の方は国保年
金課までお問合せください。

安心・安全・家計にやさしい
ジェネリック医薬品を選んでみませんか？

国保いきいきライフ通信

「お薬手帳」はあなたの健康を守る大事な手帳です。
　「お薬手帳」を持っていますか？お薬手帳は、あなたが使っている薬の名前、量、
日数、使用方法を記録できる手帳です。複数の医療機関にかかっている場合でも、
医師・薬剤師に手帳を見てもらうことで薬の重複を防ぐことができます。また飲
み合わせが悪い薬や、一緒に飲んではいけない薬が確認でき健康被害を予防でき
ます。
　「お薬手帳は、病院ごとに替えて持っていくよ」という声を聞きますが、お薬
手帳は、１冊にまとめ、できるだけ記載漏れを防ぐことで正しい情報となり効果
を発揮します。1人 1冊にして大切に管理してください。
　お薬手帳は、薬の情報のみではなく副作用歴、アレルギーの有無、過去にかかった病気などについ
ても記入できます。あなたの情報が正確に伝わり、的確な治療の助けとなりますので、医療機関、薬
局へ行く時には忘れずに持参しましょう。

平成２７年１１月の医療費
医療費全体	 ３億２，１１３万円	（前年同月比	 ＋３，１６４万円）
１人当たり医療費	 ３１，０９３円	（前月同月比	 ＋４,１１８円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３２‐２１１１（内１１５）

50.5％
43.7％

58.4％

全国 山梨県 甲州市国保

ジェネリック医薬品使用割合
（H27.3 月）

保健師コラム
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「
何
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
し
た
い
」
多
く
の
方
が

そ
う
望
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
の
身
体
は
年
を
重
ね
る
と
と
も

に
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
く
な

り
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
体
力
・

筋
力
が
衰
え
て
、
外
出
回
数
が
減
っ

て
い
き
ま
す
。
寝
た
き
り
や
認
知
症

で
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
、
運
動
機
能
や
心
身
の
状
態
の

低
下
を
予
防
・
回
復
す
る
た
め
の
努

力
や
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

① 

１
日
１
回
は
外
出
す
る

　
で
き
る
限
り
自
分
で
買
い
物
に
出

か
け
、
お
天
気
の
良
い
日
に
散
歩
に

出
か
け
ま
し
ょ
う
。
朝
の
ゴ
ミ
を
出

し
や
近
所
へ
回
覧
板
を
届
け
に
行
く

だ
け
で
も
運
動
に
な
り
ま
す
。

② 

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

　
３
食
の
食
事
を
す
る
こ
と
は
健
康

に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
洗
濯
や
掃

除
の
日
常
生
活
や
散
歩
な
ど
、
積
極

的
に
活
動
す
る
こ
と
で
睡
眠
も
十
分

と
れ
ま
す
。

③ 

趣
味
を
も
つ

　
趣
味
を
通
じ
た
お
付
き
合
い
が
あ

れ
ば
、
外
出
機
会
も
増
え
、
生
活
に

張
り
合
い
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
甲

州
市
で
は
、
65
歳
以
上
を
対
象
と
し

た
「
い
き
い
き
健
幸
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
楽
し
く
体

操
を
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
あ
る
力
を
維
持
向
上
で
き
る
よ

う
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

「
何
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
で
き
る
」

　
そ
ん
な
生
活
を
目
指
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
甲
州
市
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
ら
れ
ま

す
よ
う
に
・
・
・

救急法講習会
　～万が一の時のために～
　市では、生後 6～ 8ヶ月頃のお子さんをもつ保護者
を対象に小児の救急法講習会を開催しています。日々
お子さんの成長を感じる中で、生後 6ヶ月頃を過ぎる
と事故が増えます。甲州市の子どもの事故に関する統
計をみると、家庭内の事故が 8割で、その中でも居間
が最も多く発生しています。
　事故は生命に関わる恐ろしいものですが、正しい知
識をもち、気配りすることで予防できます。大切なお
子さんに万が一のことがあったとき、適切な対応でお
子さんを守ることができるよう、東山梨消防本部塩山
消防署から講師を招き、実技を中心にAEDの使い方や
心配蘇生法などについて学んでいます。

　講習中は、社会福祉協議会の育児ボランティアさん
による託児があります。
　参加を希望される方は事前に予約をお願いします。
＊日　　程：すくすくカレンダー、広報でご確認くだ
　　　　　　さい。
＊受付時間：午後１時 10分	～午後１時 30分
＊講義時間：午後１時 30分	～午後３時 30分
＊場　　所：塩山保健福祉センター
＊持 ち 物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　　　　おむつセット
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３	‐	７８１２

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

高齢者の助っ人 自立した生活を送るためのヒント
地域包括支援センターです‼



平成 28年 2月
14

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ま
ち
甲
州
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
が

地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
！

ウォーキングサポーターとは？
ウォーキングの基本的な知識と技術を身につけ、ウォーキングの良さ
を地域に普及するサポーターです。
◦主な活動　 年２・３回フォローアップ講座に参加、健康ウオーク

IN 甲州（コース毎の先導役）に参加、健康増進課主催
のウォーキング教室に参加、地域のウォーキングイベン
トのサポートなどを行います。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
健

康
ウ
ォ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
甲
州
、
塩

寿
荘
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
に
協

力
、
楽
し
く
歩
く
こ
と
を

基
本
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

“
わ
き
あ
い
あ
い
”
と
歩
い

て
い
ま
す
。

　

寒
い
日
も
コ
タ
ツ
に
入
ら

ず
、
ま
ず
は
外
へ
…
。
歩
く

と
体
が
暖
ま
り
、
歩
い
て
始

め
て
気
付
く
風
景
（
お
宝
）

も
発
見
で
き
、
多
く
の
人
と

の
出
会
い
で
心
も
温
か
く
な

り
、
風
邪
も
ひ
か
ず
、
エ
コ

で
健
康
！
！

　

市
民
の
皆
様
も
車
に
頼
ら

ず
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
笑

顔
で
挨
拶
し
、
健
康
で
元
気

な
甲
州
市
に
な
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね
。

ウ オ ー キ ン
イ ン タ ビ ュ ー

グ

ウォーキングサポーター
大島　富士子さん（竹森）

市内には、先人から伝わる伝統文化が数多くあり
ます。「どんどんやっせ」や「きっかんじ」など小
正月行事が開催され、本年の無病息災、商売繁盛、
家内安全などを祈願しました。
※左　：藤木道祖神祭�太鼓乗り
※右下：一之瀬高橋の春駒
※左下：田野十二神楽

先人から伝承される心
市内各地で小正月行事



広報こうしゅう
15

昔懐かし正月遊びを体験！
新春かるた大会
甲州市生涯学習市民協議会（飯島武志会長）は１月５日、
甘草屋敷で新春かるた大会を開催しました。参加した
皆さんは、市の歴史文化・自然・産業などをテーマに
した「甲州市ふるさとかるた」を使って、ふるさと甲
州市を学びながら、かるたを楽しみました。また、餅
つきや竹馬、こま回し、羽根つきなど昔懐かしい正月
遊びを体験しました。

２月・３月上旬
ある～くイベント情報

かつぬま朝市まち案内処開設
フットパス・ガイドツアー
☆日　時　2 月 7 日（日）
　　　　　午前１０時～
■コース　勝沼町勝沼地内
■定　員　２０名（当日参加可能）
■参加料　３００円
◆問合先　勝沼フットパスの会
　　　　　☎３９ ‐ ８９１５
※勝沼フットパス HP から申込み可能

勝沼の歴史的風致散策

☆日　時　2 月 20 日（土）
　　　　　午前９時～
■コース　立正寺・万福寺周辺
■集　合　甲州市役所 勝沼支所
■参加料　無料
◆問合先　
　教育委員会 文化財課
　☎３２ ‐ ５０７６

第３回　基礎から学ぶ
　　　　ウォーキング教室
☆日　時
　3 月 5 日（土）
　午後１時１５分～３時３０分
■コース　勝沼コース
　　　　　（２ｋ・４k から選択）
■集　合　勝沼市民会館
■内　容　正しい歩き方、疲れを
　　　　　残さないストレッチ等
■定　員　５０名
■対　象　甲州市民の方
※事前にお申し込みください。
※ 足腰に痛みのない方、治療中の

方は主治医に相談して参加して
ください。

■持ち物　 歩きやすい服装、靴、
リュック、カッパ、飲
み物、タオルなど

◆問合先　健康増進課
　　　　　☎３２ ‐ ５０１４

勝沼氏館跡、小佐手小路
泉勝院を巡るフットパス
☆日　時　3 月 5 日（土）
　　　　　午前９時～
■コース　勝沼町勝沼地内
■定　員　３０名（当日参加可能）
■参加料　５００円
◆問合先
　 甲州市観光ボランティアガイドの

会☎０９０ ‐ ８８９１ ‐ ３９１５

かつぬま朝市まち案内処開設
フットパス・ガイドツアー
☆日　時　3 月 6 日（日）
　　　　　午前１０時～
■コース　勝沼町勝沼地内
■定　員　２０名（当日参加可能）
■参加料　３００円
◆問合先　勝沼フットパスの会
　　　　　☎３９ ‐ ８９１５
※勝沼フットパス HP から申込み可能

第 44 回
初詣ウォーク IN エンザン
甲州市体育協会塩山南支部（古屋勝利支部長）は、１
月３日、新春恒例の初詣ウォーク INエンザンを開催し
ました。
市内外から約３００名の皆さんが参加し、塩山南小学
校をスタートし、於曽公園や JR塩山駅などのチェック
ポイントを通る４キロコースを散策しました。
地元クイズやお茶が飲めるコーナーもあり、正月休み
に地域に親しむイベントとして毎年開催しています。
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引
越
し
等
の
住
民
異
動
届
の
手
続

き
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

住
所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
住
民
異
動
届

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
転
入
届(

市
外
か
ら
の
引
越
し)

、
転
居
届

(

市
内
で
の
引
越
し)

は
、
新
し
く
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内
、
転
出
届(

市
外
へ
の
引

越
し)

は
、
引
越
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
の

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　

転
入
、
転
居
の
手
続
き
の
際
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
の
み
）、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
顔
写
真
付
の
み
）
の
裏
面
に
新
住
所
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。　

　

転
出
届
は
、
ま
ず
市
民
課
で
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
い
た
後
に
、「
転
出
証
明
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
転
出
先
の
住
所
が
わ
か
ら
な

い
と
住
所
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 情 報

information

　

転
出
証
明
書
は
、
引
越
先
の
市
区
町
村
で

転
入
届
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
カ
ー
ド
で
の
転
出
・

転
入
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
異
動
届
の
時
間
外
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
異
動
届
の
際
に
は
、
関
係
窓

口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
出
来
る

の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
窓
口

　
本
庁
舎　
　
市
民
課

　
勝
沼
支
所
、
大
和
支
所

■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。

■
持
ち
物

　
印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
等
の
市
か
ら

発
行
さ
れ
た
書
類
全
て
。

※
な
り
す
ま
し
に
よ
る
異
動
届
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の
提

示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　

(

内
１
０
２
～
１
０
５)

勝
沼
支
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
、
勝
沼
支
所

敷
地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
住
民
票
と
印
鑑

登
録
証
明
書
が
取
得
で
き
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
を
設
置
し
ま
す
。

■
手
数
料　

２
０
０
円

■
利
用
時
間

　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

※ 

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ

―
ド
、
個
人
番
号
カ
―
ド
が
利
用
で
き
ま

す
。

※ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
甲
州
市
役
所
本
庁

舎
、全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
る

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
住
民
票
と
印
鑑
登
録

証
明
書
の
発
行
が
可
能
で
す
。

※ 

勝
沼
支
所
は
、
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
は
設
置

さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

 個人番号カードの交付
 市役所にお越しください

＊ポイント＊
申請者ご本人が来庁していただく必要が
あります。

* 個人番号カードが出来上がったら・・・
①市から「交付通知書」を送付します
②次の書類を準備し、来庁してください。
　・交付通知書
　・マイナンバーの通知カード
　・本人確認書類（２点）
　・住基カード（お持ちの方のみ）
※ １５歳未満の方や成年被後見人の方も、原則、法定代

理人の方とともに来庁していただく必要があります。
※ 代理人による交付は、仕事多忙などの理由は受け付け

ることができませんので、ご注意ください。

◆お問い合わせ先
市民課　住民記録・戸籍担当
☎３２ ‐ ２１１１（内１０２～１０５）
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平
成
28
・
29
年
度 

甲
州
市
勝
沼
ぶ

ど
う
の
丘
の
仕
入
材
料
納
入
業
者

登
録
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
ぶ
ど
う
の
丘
に
納
入

し
よ
う
と
す
る
業
者
は
、
ぶ
ど
う
の
丘
の
登

録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
28
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
ぶ
ど
う
の
丘
仕
入

材
料
納
入
業
者
の
登
録
申
請
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
常
時
的
な
発
注
が
担
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　

２
月
１
日
（
月
）
～
２
月
29
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除
く

■
登
録
期
間

　
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

■
提
出
書
類

① 

甲
州
市
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
仕
入
材
料
納
入

業
者
の
登
録
申
請
書

②
商
業
登
記
簿
謄
本
（
写
）

③
納
税
証
明
書
（
写
）
直
前
１
年

④
使
用
印
鑑
届

⑤
印
鑑
証
明
書
（
写
）

⑥
委
任
状
（
委
任
す
る
場
合
）

⑦
誓
約
書

⑧ 

そ
の
他
、
必
要
書
類
（
法
令
の
規
定
に
よ

り
営
業
上
の
許
可
、
認
可
等
の
必
要
が
あ

る
場
合
は
、
許
可
、
認
可
等
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
登
録
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
提
出
書
類
を

持
参
の
う
え
、
ぶ
ど
う
の
丘
へ
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

◦
要
項
及
び
様
式
は
、
ぶ
ど
う
の
丘
事
務
所

契
約
担
当
で
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
は
不
要
で
す
。
申
請
書
に

ホ
ッ
チ
キ
ス
等
で
提
出
書
類
を
ま
と
め
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
登
録
の
可
否
は
、「
ぶ
ど
う
の
丘
仕
入
材
料

納
入
業
者
選
定
審
査
委
員
会
」
に
お
い
て

決
定
し
ま
す
。

◦
使
用
仕
入
材
料
の
選
定
は
、「
ぶ
ど
う
の
丘

仕
入
材
料
納
入
業
者
選
定
審
査
委
員
会
」

に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
契
約
担
当

　
☎
44
‐
２
１
１
１

平
成
28
年
度
甲
州
市
単
独
教
員
募
集

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
市
単
独
教
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
市
単
独
教
員　
若
干
名

■
勤
務
先　
　
市
内
各
小
学
校

■
勤
務
開
始　
平
成
28
年
４
月
～

■
勤
務
時
間　

 

週
38
時
間
45
分
（
配
属
先
の

学
校
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

■
採
用
要
件

　
小
学
校
教
員
免
許
取
得
者

※ 

面
接
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
後
日
応
募
者

へ
連
絡
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

 

有
給
休
暇
（
６
ヶ
月
勤
務
す
る
と
、
そ
の

後
１
年
間
で
10
日
）、
雇
用
、
公
災
、
健
康
、

厚
生
年
金
の
保
険
等
に
加
入
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

 

履
歴
書
１
通
（
証
明
写
真
を
貼
付
）、
教
員

免
許
の
写
し
を
教
育
総
務
課
窓
口
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

　

２
月
１
日
（
月
）
～
２
月
12
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
教
育
総
務
課　

　
☎
32
‐
１
４
１
２

平
成
28
年
度
甲
州
市
子
ど
も
支
援
ス

タ
ッ
フ
募
集

　

市
で
は
、
教
職
員
と
連
携
し
て
個
々
に
応

じ
た
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

に
確
か
な
学
力
の
定
着
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

目
的
に
、
子
ど
も
支
援
ス
タ
ッ
フ
（
学
習
支

援
講
師
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
学
習
支
援
講
師　
若
干
名

■
勤
務
先　
　
市
内
各
小
中
学
校

■
勤
務
開
始　
平
成
28
年
４
月
～

■
勤
務
時
間　

 

週
20
時
間
（
※
配
属
先
の
学

校
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

■
採
用
要
件

　

 

教
員
免
許
取
得
者
（
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
教
員
免
許
の
い
ず
れ
か
を
取
得

し
て
い
る
方
）

※
面
接
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
後
日
応
募
者

　
へ
連
絡
し
ま
す
。

■
賃　
金　
時
給
１
，
２
０
０
円

■
申
込
方
法

　
履
歴
書
１
通
（
証
明
写
真
を
貼
付
）、
教
員

　

免
許
の
写
し
を
教
育
総
務
課
窓
口
へ
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

　

２
月
１
日
（
月
）
～
２
月
12
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
教
育
総
務
課　

　
☎
32
‐
１
４
１
２

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
に
つ

い
て

　

う
っ
か
り
忘
れ
て
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
い

た
。
忙
し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ

二
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
う
時
間
が
な
い
と

い
う
方
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）

す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
振
替
方
法

①
２
年
前
納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
）

②
１
年
前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）

③
６
ヵ
月
前
納

　
（
４
月
～
９
月
分
、
10
月
～
翌
年
３
月
分
）

④
当
月
末
振
替
（
早
割
）

　

本
来
の
納
付
期
限
よ
り
も
１
ヶ
月
早
く　

振
替
す
る
方
法
で
す
。

⑤
翌
月
末
振
替

　
保
険
料
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

前
記
５
種
類
か
ら
自
由
に
選
ん
で
お
申　

し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
割　

引
が
適
用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

※ 

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
納　

め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
で
の
前
納
の
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　

口
座
振
替
で
の
平
成
28
年
度
１
年
前
納
・

６
ヵ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
）・
２
年
前
納

の
締
め
切
り
は
、
２
月
29
日
（
月
）
年
金
事

務
所
必
着
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構　

甲
府
年
金
事
務
所　
　

　
国
民
年
金
課

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
４
１
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児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン

　

 

ま
だ
言
葉
の
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

■
日　
時　

２
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
～
２
歳
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
７
８
０
０

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
作
ろ
う

　

 

ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
て
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
を
作
り
ま
す

■
日　
時　

２
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
子
と
親

■
持
ち
物　
汚
れ
て
も
良
い
服
装

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
７
９
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
○

■
内　
容　
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン

　

 

ま
だ
言
葉
の
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

■
日　
時　

２
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
０
歳
～
１
歳
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
☎
44
‐
３
７
２
３

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン

タ
ー
協
力
会
員
養
成
講
習
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で

は
子
育
て
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方（
依

頼
会
員
）
と
支
援
が
出
来
る
方
（
協
力
会
員
）

が
会
員
と
な
り
、
一
時
預
か
り
等
の
援
助
を

通
じ
て
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
協
力
会
員
と
し
て
一
緒
に
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
対
象
に
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　

２
月
16
日
（
火
）･

24
日
（
水
）

■
場　
所　

　
市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

■
参
加
費　
無
料

■
持
ち
物　

　

 

昼
食・筆
記
用
具・運
動
の
で
き
る
服
装（
実

技
も
あ
り
ま
す
）

■
内　
容

第
１
日
目　
２
月
16
日
（
火
）

◦
午
前
９
時　
開
会

◦
午
前
９
時
30
分
～

　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
の

活
動
に
つ
い
て　
（
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー

ト･

セ
ン
タ
ー
事
務
局
）

◦
午
前
10
時
～　

　
子
ど
も
の
健
康
管
理
と
病
気
時
の
世
話

　
（
健
康
増
進
課 

保
健
師 

萩
原 

静
子 

氏
）

◦
午
後
１
時
30
分
～　

　
救
急
講
習
〔
実
技
〕

　
（
東
山
梨
消
防
本
部
）

第
２
日
目　
２
月
24
日
（
水
）

◦
午
前
９
時
30
分
～　

　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
の
仕
方　
〔
実
技
〕

◦
午
前
10
時
30
分
～

　

 

手
遊
び
と
絵
本
の
選
び
方
・
読
み
聞
か
せ

方
〔
実
技
〕（
生
涯
学
習
課 

図
書
館
司
書
）

◦
午
後
１
時
30
分
～

　

 

子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
育
む
た
め
に
～
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
視
点
か
ら
～

　
（
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

川
邉
修
作 

先
生
）

◦
午
後
３
時
30
分　
閉
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
８
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
件

　

 

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
興
味
が

あ
る
方
。

■
定　
員　
若
干
名

■
内　
容

◦
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会

員
の
募
集
、
登
録
業
務
。

◦
会
員
の
相
互
援
助
活
動
の
調
整
業
務
。

◦
会
員
を
対
象
と
す
る
講
習
会
、
交
流
会
の

開
催
業
務　
な
ど

■
勤
務
場
所

　
甲
州
市
役
所 
本
庁
舎

■
勤
務
時
間

◦
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
休
日　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日

　
　
　
　
年
末
年
始

■
そ
の
他

　

  

時
給
制
、
社
会
保
険
加
入
等
、
詳
細
に
お

い
て
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

学
校
給
食
調
理
員
（
臨
時
職
員
）

募
集

　

甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
塩
山

地
区
11
校
の
学
校
給
食
を
調
理
す
る
た
め
の

調
理
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
場
所

　
甲
州
市
教
育
委
員
会 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
（
甲
州
市
塩
山
熊
野
９
５
８
‐
１
）

■
内　
容

　
学
校
給
食
（
約
２
千
食
）
の
調
理
全
般

■
時　
間

◦
通
常　
午
前
８
時
～
午
後
４
時
45
分

◦
早
番　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

■
休　
日

　
毎
週　
土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日

※
そ
の
ほ
か
年
末
年
始
休
業
日

■
賃　
金

　
日
額　
６
，
２
０
０
円

　
賞
与　
年
２
回　
※
通
勤
手
当
あ
り

■
そ
の
他

　

 

有
給
休
暇
（
６
ヶ
月
勤
務
す
る
と
、
そ
の

後
１
年
間
で
10
日
）、
雇
用
、
公
災
、
健
康
、

厚
生
年
金
の
保
険
等
に
加
入
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
２
５・
２
２
６
）
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結婚相談所主催イベント
出会いDinner会 第６弾!!

Search Your Happiness
春色の出逢い見つけませ
んか

■日　時　3 月 12 日（土）
　　　　　午後６時～
■場　所　フレンチダイニング竜
　　　　　甲州市塩山赤尾５９５ ‐ １
■対　象　男女各５名
　　　　　（最小開催人数各２名）
　　　　　男性： 甲州市在住の３０～

４９歳の独身者
　　　　　女性： 独身者（応募者多数

の場合は抽選）
■参加費　３，２４０円（当日徴収）
■申込方法
　 ２月１９日（金）までに電話でお申

込みください。
◆申込み・問い合わせ先
　甲州市結婚相談所事務局
　（市民課　人口対策室）
　☎３２ ‐ ５０３７

勝沼の歴史的風致散策
甲州市の歴史を知っていただくため、「歴史的風
致散策」を開催します。今回は立正寺、万福寺
など、勝沼町休息地区・等々力地区を中心にご
案内しますので、ぜひご参加ください。
■日　時　2月20日（土）午前９時～午後３時
■集　合　甲州市役所 勝沼支所
■参加料　無料
※歩きやすい服装でご参加ください。
※昼食をご持参ください。

第６回上条集落見学会
塩山下小田原上条集落は、昨年７月に重要伝統
的建造物群保存地区に選定されました。江戸時
代からの風景が保存されている重伝建地区をご
案内しますので、ぜひご参加ください。
■日　時　3 月 27 日（日）午前１０時～正午
■集　合　福蔵院駐車場 ※塩山下小田原１００５
■参加料　無料
※歩きやすい服装でご参加ください。
※昼食をご持参ください。

第
45
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

信
玄
公
祭
り
実
行
員
会
で
は
、
４
月
９
日

に
甲
府
市
内
で
開
か
れ
る
「
第
45
回
信
玄
公

祭
り
」
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

■
日　
時　
※
時
間
は
予
定
で
す

　
４
月
９
日
（
土
）

①
会
場
整
理
・
運
営

　
午
後
２
時
～
７
時
30
分
（
予
定
）

②
運
行
補
助

　
午
後
２
時
～
４
時
30
分
（
予
定
）

③
祭
り
案
内
業
務

　
４
月
８
日
（
金
）
午
後
３
時
～
６
時

　
４
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

④
救
護
補
助

　
午
後
２
時
～
７
時
半
（
予
定
）

■
定　
員

①
会
場
整
理
・
誘
導
（
70
名
）

②
甲
州
軍
団
運
行
補
助
（
20
名
）

③
祭
り
案
内
業
務
（
15
名
）

④
救
護
補
助
（
10
名
）

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

■
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
、

希
望
す
る
業
務
（
③
の
祭
り
案
内
業
務
は
希

望
日
を
明
記
）、
過
去
の
経
験
有
無
を
明
記
の

う
え
応
募
く
だ
さ
い
。

○
郵
便

　
〒
４
０
０
‐
８
５
０
１

　
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
６
‐
１

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

○
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
１
‐
３
０
４
０

○
Ｅ
メ
ー
ル

　

m
-m

aruyam
a@

yam
akan-sk.jp

■
締
切
日　
３
月
10
日
（
木
）
必
着

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

　
☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
２
７
２
２

文化財課　２月～ 3 月イベント情報
◆申込方法　 各イベントとも２日前までに電話またはＦＡＸにて、氏名・住所・電話番号をご連絡

ください。
◆申し込み・お問い合わせ先　甲州市教育委員会 文化財課 ☎３２ ‐ ５０７６ FAX ３２ ‐ ５１７２



暮
ら
し
の
情
報

平成 28年 2月
20

第１０回
甲州市文化協会 文化祭
｢地域に根ざした文化の創造｣ をテーマに、甲州市文
化協会主催の文化祭を開催します。各種展示や芸能発
表を行います。

展示・資料展
「甲州街道・青梅街道・秩父往還」という身近な文化に
スポットを当て、「地域に根ざした文化の創造」を表現
した写真・絵画・書道・文芸等の作品を展示します。
■日　時　2 月 19 日（金）午後１時から
　　　　  2 月 21 日（日）午後４時まで
■場　所　甲州市民文化会館 ２階 大会議室

芸能発表大会
民謡・舞踊・コーラス等、塩山・勝沼・大和地域の文
化協会各部による公演です。
■日　時　2 月 21 日（日）午後１時～４時
■場　所　甲州市民文化会館 ホール

◆お問い合わせ先
　甲州市教育委員会　生涯学習課
　社会教育担当　☎３２ ‐ ５０９７

武
田
家
の
聖
地
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ

ア
ー
～
武
田
四
郎
勝
頼
公
落
去
の

道
を
辿
る
～

■
日　
時　

　
３
月
19
日
（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

※
小
雨
決
行

■
集　
合　
市
役
所
勝
沼
支
所 
駐
車
場

■
参
加
費　
無
料

■
コ
ー
ス
（
全
行
程
距
離　
約
９
km
）

　

 

勝
沼
支
所
駐
車
場
（
バ
ス
乗
車
）
→
大
善

寺
（
こ
れ
よ
り
徒
歩
）
→
武
田
不
動
尊
（
共

和
地
区
）
→
勝
頼
公
腰
掛
石
（
日
影
地
区
）

→
御
徒
横
手
（
鶴
瀬
地
区
）
→
諏
訪
神
社

（
宮
本
地
区
）→
勝
頼
公
像（
甲
斐
大
和
駅
）

→
三
嶋
神
社
（
古
部
地
区
）
→
西
光
寺
（
古

部
地
区
）
→
松
智
院
（
丸
林
地
区
）
→
太

子
堂（
水
野
田
地
区
）→
四
郎
作
古
戦
場（
水

野
田
地
区
）
→
鳥
居
畑
古
戦
場
（
田
野
地

区
）→
姫
ヶ
淵（
田
野
地
区
）→
景
徳
院（
バ

ス
乗
車
）
→
勝
沼
支
所
駐
車
場

■
持
ち
物

　

 

昼
食
・
飲
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
・
雨
具
（
歩

き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

■
定　
員　
25
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
締
切
日　

２
月
29
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
１
０
０
０

第
９
回
男
女（
み
ん
な
）で
環（
わ
）

に
な
り
笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
男

女
（
み
ん
な
）
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
～

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
東
日
本
大
震
災

の
体
験
談
を
聞
き
、
私
た
ち
は
『
何
か
』
が

起
こ
っ
た
と
き
ど
う
行
動
し
た
ら
い
い
の
か
、

何
が
で
き
る
の
か
を
、
み
ん
な
で
話
し
合
い

ま
す
。

■
日　
時

　
３
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

■
内　
容

　
講
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
事
務
局
（
市
民
課
内
）
☎
32
‐
５
５
８
３

森
山
威
男
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　

勝
沼
町
出
身
の
伝
説
の
ド
ラ
マ
―
・
森
山

威
男
さ
ん
の
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　

２
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
～

■
場　
所　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

■
出　
演　
森
山
威
男
（
ド
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
川
嶋
哲
郎
（
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
）

　
　
　
　
　
今
岡
友
美
（
ボ
ー
カ
ル
）

■
入
場
料
（
全
席
自
由
席
）

　

 

父
母
等
の
保
護
者
が
同
伴
す
る
中
学
生
以

下
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
前
売
券　
　
　
３
０
０
０
円

　
当
日
券　
　
　
３
５
０
０
円

■
販
売
先

＊
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

　
☎
44
‐
２
１
１
１

＊
勝
沼
中
央
公
民
館

　
☎
44
‐
２
１
０
０

＊
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
つ
ぐ
ら
舎

　
☎
39
‐
８
９
１
５

＊
フ
ォ
ー
ハ
ー
ツ
カ
フ
ェ

　
☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
７
７
９
３

＊
コ
ラ
ニ
―
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
９
１
３
１

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
☎
44
‐
２
１
１
１
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市
民
教
養
講
座　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
＆
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座

■
内
容
／
期
日
／
コ
ー
ス

◦
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
上
手
な
使
い
方

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
知
ろ
う

②
安
全
に
使
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

③
災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
便
利
な
使
い
方

　
３
月
９
日
（
水
）

　
Ａ
コ
ー
ス　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
Ｂ
コ
ー
ス　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

◦
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
っ
て
こ
ん
な
に
便
利

①
パ
ソ
コ
ン
よ
り
も
安
心
な
ん
で
す

②
ア
プ
リ
を
使
っ
て
簡
単
に
お
買
い
物

③
ア
プ
リ
を
使
っ
て
健
康
管
理

　
３
月
10
日
（
木
）

　
Ｃ
コ
ー
ス　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
Ｄ
コ
ー
ス　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

第
２
研
修
室

■
定　
員　
各
コ
ー
ス
20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料　
無
料

■
対
象
者　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

■
講　
師　
（
株
）
フ
ォ
ネ
ッ
ト　
ス
タ
ッ
フ

■
申
込
方
法

　

 

Ａ
～
Ｄ
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
を
電
話
ま

た
は
生
涯
学
習
課
（
市
民
文
化
会
館
）
に

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

わ
ん
ぱ
く
親
子
塾

作
っ
て
遊
ぼ
う
！

　

た
く
さ
ん
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
家

族
で
１
日
遊
ぼ
う
！

■
日　
時　

２
月
11
日
（
祝
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所　
勝
沼
中
央
公
民
館

■
内　
容　

 

ほ
う
と
う
作
り
（
昼
食
に
な
り

ま
す
）、工
作
体
験
、ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
な
ど

■
対　
象

　

 

小
学
生
の
子
と
保
護
者
（
小
学
４
年
生
以

上
は
友
達
同
士
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

■
定　
員　
親
子
２
０
組
（
50
名
ま
で
）

■
参
加
費　
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
持
ち
物　
上
履
き

■
締
切
日　

２
月
７
日
（
日
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
主　
催　
勝
沼
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
勝
沼
青
少
年
育
成
推
進
員
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
勝
沼
中
央
公
民
館　
☎
44
‐
２
１
０
０

第
10
回
甲
州
市
体
育
祭
り
ゴ
ル
フ
支

部
対
抗
競
技
会

　

第
10
回
甲
州
市
体
育
祭
り
ゴ
ル
フ
支
部
対

抗
競
技
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
３
月
19
日
（
土
）

■
場　
所　
塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
プ
レ
ー
費　
７
，
０
０
０
円

　
セ
ル
フ
プ
レ
ー
・
食
事
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付

■
参
加
費　

２
，
０
０
０
円

　
パ
ー
テ
ィ
ー
代
ほ
か

■
競
技
方
法　

◦ 

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、ス
ク
ラ
ッ

チ
競
技
と
す
る
。

勝沼ぶどう郷駅から景観改善事業 
ガードレールを
景観配慮色にしてみよう 第２段
勝沼ぶどう郷駅の正面、勝沼ぶど
うの丘東側斜面の白いガードレー
ルを景観配慮色に塗り替えて良好
な景観づくりを進めていきます。
日本有数の「駅から景観」を目指
して、みんなで塗り替えよう！！
■日　時　2 月 28 日（日）午前９時～正午（予定）
　　　　　※雨天（小雨）は中止となります。
■集　合　勝沼ぶどうの丘第４駐車場
■作　業　勝沼ぶどうの丘東側 農道ガードレール
■持ち物　手袋、汚れても良い服装
■その他　 参加希望の方は、都市整備課へ電話また

はＦＡＸ、メールでお申し込みくださ
い。簡単な作業なので、ご家族でふるっ
てご参加ください。（市のホームページ
でもご確認できます。）

■締切日　2 月１９日（金）
■申し込み・お問い合わせ先
　都市整備課　計画指導・景観担当
　☎３２ ‐ ５０７２　ＦＡＸ３２ ‐ ５０７９
　E-mail　toshiseibi@city.koshu.lg.jp

◦
各
支
部
成
績
上
位
５
名
の
合
計
ス
ト
ロ
ー

ク
と
す
る
。

◦
男
子
：
レ
ギ
ュ
ラ
ー
テ
ィ

◦
女
子
：
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ

■
資　
格　
市
内
在
住
の
方

■
締
切
日　
３
月
４
日
（
金
）

■
主　
催　
甲
州
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
甲
州
市
体
育
協
会

■
主　
管　
甲
州
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

◦
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１

写
真
教
室
（
基
礎
講
座
）
開
催

　

勝
沼
写
真
ク
ラ
ブ
で
は
、
も
っ
と
写
真
を

上
手
に
撮
り
た
い
、
カ
メ
ラ
の
扱
い
方
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
、
構
図
の
決
め
方
に
迷
う
な

ど
、
写
真
撮
影
の
基
礎
を
目
的
と
し
た
写
真

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
屋
外
で
の
撮
影
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
３
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～

■
場　
所

　
勝
沼
中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

■
参
加
費　
無
料

■
持
ち
物

　
カ
メ
ラ
、
筆
記
用
具
、
弁
当

■
定　
員　
20
名

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
勝
沼
中
央
公
民
館

　
☎
44
‐
２
１
０
０

ペ
ン
キ
塗
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集



暮
ら
し
の
情
報

平成 28年 2月
22

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来
の
た
め
に

©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

夫の自立①

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ-
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
予
定

の
、「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅
（
２
０
１
６

春
の
旅
）」
は
、
３
月
28
日
に
東
京
を
出
発
。

神
奈
川
・
山
梨
・
長
野
か
ら
日
本
海
に
抜
け

東
北
を
北
上
し
、
北
海
道
を
目
指
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
で
旅

の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、
市
内
の
「
忘

れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」
に
ま
つ
わ
る
手

紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
山
梨
県
の
放
送
予
定

　
４
月
18
日
（
月
）
～
４
月
22
日
（
金
）

■
締
切
日　
３
月
14
日
（
月
）
必
着

■
内　
容　

 

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、性
別
、

年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風
景

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

■
応
募
方
法

◦
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w

w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

◦
ＦＡＸ
０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

◦
郵
送　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

　
☎
０
５
０
‐
３
７
８
６
‐
５
０
０
０

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

【
企
画
展
】
心
に
灯
る
あ
か
り
展

　
展
示
室
内
が
や
さ
し
く
暖
か
な
灯
り
で
満
た

さ
れ
ま
す
。
灯
り
の
お
も
て
な
し
と
、
癒
し
の

ひ
と
時
を
釈
迦
堂
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期　
日

　

２
月
17
日
（
水
）
～
３
月
13
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
休
館
・
火
曜
日
）

■
場　
所

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館 

企
画
展
示
室

※
入
館
が
必
要
で
す

■
協　
力　
灯
り
工
房
庵Lys

■
入
館
料　
一
般
・
大
学
生　
　

２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
高
生　
　
　
　
１
０
０
円

＊
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う
＊

市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま
た

は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人
と

同
伴
の
家
族
が
１
名
入
館
無
料
に
な

り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ

ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０
０
円
、
パ

ス
ポ
ー
ト
を
発
行
）
も
随
時
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に
入

り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
☎
47
‐
３
３
３
３

平
成
28
年
度 

交
通
災
害
共
済

　
こ
の
共
済
は
、加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ

た
場
合
、
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
を

お
支
払
い
す
る
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。

　

掛
金
は
、
ひ
と
り
年
間
５
０
０
円
で
、
共

済
期
間
は
平
成
28
年
４
月
１
日
（
中
途
加
入

の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１

丸
太
と
木
材
チ
ッ
プ
を
無
償
で
提

供
し
ま
す

　

峡
東
建
設
事
務
所
で
は
、
木
材
資
源
の
有

効
活
用
や
処
分
に
か
か
る
経
費
の
削
減
等
を

目
的
に
、
河
川
の
維
持
管
理
（
伐
木
）
で
発

生
す
る
樹
木
（
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
等
）
の
丸
太

と
チ
ッ
プ
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
指
定
場
所
に
持
ち
に
行
け
る
方

に
限
り
ま
す
。

■
期　
間　

２
月
１
日
（
月
）
～
29
日
（
月
）

■
場　
所　
重
川
河
川
敷
（
熊
野
橋
上
流
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
峡
東
建
設
事
務
所　
河
川
砂
防
管
理
課

　
☎
20
‐
２
７
１
５

　
市
建
設
課　
道
路
・
河
川
維
持
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
１

塩山駅南口
市民ギャラリー
2月1日（月）～3月7日（月）

塩山文化協会の短歌部・川
柳部による ｢新春文芸作品｣
を展示いたします。※展示
内容・期間は、変更になる
場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

写真提供：NHK



広報こうしゅう
23

無
料
法
律
相
談

■
日　
時　

２
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎 
２
階 
第
２
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
７
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

※
２
月
５
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

　

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談
（
休
日
）

　

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平
日
は
忙

し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と
い
う
方
に
、
休

日
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
悩

み
ご
と
の
あ
る
方
は
、
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　

２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
12
時
20
分　

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎 

１
階

　
　
　
　
　
市
民
会
議
室
Ｂ

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員

　
５
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
４
０
分
以
内
）

※ 

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

※ 

２
月
４
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
消
費
生
活
相
談

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時　

２
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　

　
市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
相
談
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　
容

　

 

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
、
労
働
契
約
、

社
会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

　
制
で
す
。

■
そ
の
他

○ 

２
月
５
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

○ 

相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　

２
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　

　
市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※ 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　

２
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

２
階 

会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※ 

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

移
動
県
民
相
談
会

　

県
内
各
地
へ
相
談
員
が
出
向
い
て
、
無
料

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　

２
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場　
所　

　
山
梨
市
役
所 

５
階 

５
０
１
会
議
室

■
内　
容

　

 

法
律
相
談
（
家
族
、
近
隣
問
題
、
相
続
、
金

銭
貸
借
）、
土
地
相
談
、
住
宅
相
談
、
交
通

事
故
相
談
、
労
働
相
談
、
消
費
生
活
相
談

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接
会

　
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
７
１

被害にあわないための
大切なキーワード！

①緊張感を持とう。
②家族で合言葉を決めよう。
③電話でお金の話をしない。
④家族に相談しよう。
◆日下部警察署　☎２２ ‐ ０１１０◆

STOP
電話詐欺



暮
ら
し
の
情
報

平成 28年 2月
24

障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
時
間
外
相
談
日

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　

２
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　

２
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
、

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

(

予
約
制)

　

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身

が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談

に
の
り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
視
覚

　
石
原　
テ
ル 

氏　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤　
養
蔵 

氏　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村　
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

	

☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村　
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

	

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中
美
津
江 

氏　
☎
32
‐
３
１
２
０

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
・
時
間
帯
、
ま
た
来
所
で
き
な
い

　
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

　

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　

２
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
申
込
み　

２
月
10
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

も
の
忘
れ
相
談　

　

も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　

２
月
19
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※ 

こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

２
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
陶
芸
教
室

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　

２
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
言
葉
の

き
ず
な
」
上
映
会

　

失
語
症
・
構
音
障
害
を
持
た
れ
た
本
人
に

し
か
理
解
で
き
な
い
、
失
語
症
を
リ
ア
ル
に

表
現
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
事
者
の
家
族
、
医
療
、

福
祉
関
連
の
方
、
市
民
や
学
生
な
ど
ど
な
た

で
も
参
加
は
自
由
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
失
語
症
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　

２
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
～

■
場　
所　
塩
山
市
民
病
院 
会
議
室

■
タ
イ
ト
ル

　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画 

言
葉
の
き
ず
な

※
制
作
／
長
野
で
活
躍
す
る
失
語
症
劇
団

■
参
加
者　
１
０
０
名

■
入
場
料　
無
料

■
共　
催　
東
山
失
語
症
ク
ラ
ブ

■
後　
援　

 

甲
州
市
、
山
梨
お
口
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

◦
東
山
地
区
失
語
症
友
の
会
事
務
局
（
平
澤
）

　
☎
０
９
０
‐
２
６
７
３
‐
１
２
１
３

◦
塩
山
市
民
病
院　
言
語
リ
ハ
ビ
リ
室

　
（
坂
元
）　
☎
32
‐
５
１
１
１

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
内
の
最
低
賃
金

■
山
梨
県
電
子
部
品・デ
バ
イ
ス・電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
最
低
賃
金

１
時
間　
８
３
４
円

※
効
力
発
生
日　
平
成
27
年
12
月
18
日

■
山
梨
県
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
最
低

賃
金

　
１
時
間　
８
４
３
円

※
効
力
発
生
日　
平
成
27
年
12
月
25
日

■
山
梨
県
最
低
賃
金

　
１
時
間　
７
３
７
円

※
効
力
発
生
日　
平
成
27
年
10
月
１
日

※
賃
金
引
上
げ
に
関
す
る
「
業
務
改
善
助
成

金
制
度
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
５
５
‐
２
２
４
‐
５
６
１
６

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
２
８
５
４



広報こうしゅう
25

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
募
集

　
甲
州
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
介

護
が
必
要
な
か
た
の
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
働
く
時
間
は
ご
本
人
の
都
合
で
、
フ
ル
タ
イ

ム
で
も
短
時
間
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
募
集
人
員　
１
名

■
時
間
給　
時
給
１
，
２
０
０
円
以
上

■
必
要
書
類

　
履
歴
書
（
介
護
支
援
専
門
員
免
許
写
添
付
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
20
‐
６
０
１
１

〝
健
幸
隊
〟
隊
員
募
集
！　

　

地
域
の
仲
間
で
自
主
的
に
介
護
予
防
に
取

り
組
む
グ
ル
ー
プ（
健
幸
隊
）を
募
集
し
ま
す
。

■
対　
象

（
１
～
５
の
全
て
に
該
当
す
る
グ
ル
ー
プ
）

① 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
10
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ

② 

月
に
１
回
以
上
か
つ
年
に
12
回
以
上
の
活

動
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ
（
他
の
補
助
金
等

を
受
け
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
が
対
象
）

③ 

自
主
的・継
続
的
な
活
動
が
で
き
る
グ
ル
ー

プ
（
活
動
日
時
の
調
整
、
会
場
の
確
保
・

準
備
、
参
加
の
お
誘
い
等
）

④ 

地
域
に
対
し
て
誰
で
も
参
加
で
き
る
オ
ー

プ
ン
な
活
動
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ

⑤ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で
き
る

グ
ル
ー
プ

※ 

平
成
28
年
度
は
５
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま

す
。

■
内　
容

　

 

自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

な
筋
力
・
体
力
を
維
持
す
る
た
め
の
体
操

等
を
楽
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

 

１
回
１
時
間
30
分
（
平
日
の
午
後
）
１
グ

ル
ー
プ
あ
た
り
年
に
12
回
講
師
を
派
遣
し

ま
す
。

※ 

日
程
・
会
場
に
つ
い
て
は
各
グ
ル
ー
プ
で

調
整
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

 

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
の
氏
名
、
連
絡
先
、

開
催
予
定
会
場
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

グ
ル
ー
プ
決
定
は
申
込
み
の
先
着
順
と
な

り
ま
す
が
、
地
域
が
重
複
し
な
い
よ
う
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
代
表
者
の
方

を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼
を

し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た

開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　

２
月
16
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

■
場　
所

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎 

地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
※
開
設
日
の
み

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

在
宅
医
療
普
及
啓
発
講
演
会

　

一
般
の
方
、
在
宅
医
療
・
介
護
関
係
者
を

対
象
に
、
在
宅
医
療
に
関
す
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日　
時

　

２
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
～

■
場　
所

　
笛
吹
市
学
び
の
杜
み
さ
か　
視
聴
覚
室

　
（
笛
吹
市
御
坂
町
夏
目
原
７
４
４
）

■
内　
容
（
講
演
）

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に

　
～
甲
州
弁
で
地
域
を
つ
な
ぐ
～

■
講　
師

　
五
緒
川
津
平
太 

氏

　
キ
ャ
ン
・
ユ
ー
・
ス
ピ
ー
ク
甲
州
弁
？
著
者

■
定　
員　
１
０
０
名

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所　
健
康
支
援
課

　
☎
20
‐
２
７
５
３

ボランティアの輪をひろげよう
甲州市ボランティアふれあいまつり

■日　時　2 月 27 日（土）午前９時３０分～午後２時
■場　所　甲州市勝沼健康福祉センター
　　　　　※当日は入館（入浴）無料
■内　容　①ふれあいマーケット　午前９時３０分～正午
　　　　　　おいしいたべもの・服や小物販売【１Ｆロビー】
　　　　　　野菜販売【屋外】
　　　　　②ボランティアクイズ　午前９時３０分～正午
　　　　　　正解者には記念品プレゼント【１Ｆ会議室】
　　　　　③ボランティア実践発表　午後１時～２時
　　　　　　勝沼人形劇団『葡萄の実』
　　　　　　（かつぬまボランティア会）
　　　　　　第１部：人形劇「ごんぎつね」
　　　　　　第２部：笑って元気に！
◆お問い合わせ先
　甲州市社会福祉協議会　☎４４ ‐ ２６１２
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日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

みんなでつくろう安全・安心のまち

不動産無料相談
■日　時　2 月 18 日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３ ‐ ２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５ ‐ ２４３ ‐ ４３０４

温かな善意 ありがとうございました
◎社会福祉事業へ
　内田　敬三さん　（牛奥）
◎甲州市社会福祉協議会へ
　望月　弘人さん　（休息）
　故　川﨑潔さん　（上岩崎）
　坂本　浩二さん　（下塩後）

道の駅甲斐大和
電気自動車 急速充電器
市では、クリーンエネルギー政策の一環として、
電気自動車の普及を目指し、道の駅甲斐大和に電
気自動車用急速充電器を設置しました。
市民の皆さんはもとより、市外在住の方や観光で
お越しの方にも広くご利用いただけます。
■設置場所　道の駅　甲斐大和
■供用開始　２月１日（月）～
◆お問い合わせ先
　環境政策課　環境政策担当
　☎３２‐２１１１（内２４３）

スリップ事故の防止
冬季は、積雪や凍結などによるスリップ事故が多
発します。積雪のない場所でも、橋の上や日陰で
は、雪解け水や霜による凍結から大変危険な状態
になっている箇所もあります。

スタッドレスタイヤを着装するなど、防滑措置を
講じ、タイヤ転の性能を過信することなく・・
○ 急発進、急ハンドル、急ブレーキなど「急」が

つく危険な運転はしない。
○十分に減速し、車間距離をとる。
○道路標識や情報板に注意し、交通規制を守る。
　などによりスリップ交通事故を防止しましょう。

気軽に相談、民事介入暴力
暴力団は、対立に伴う暴力事件を起こしたり、
薬物密売、不当要求等の様々な資金獲得行為を
巧妙に行ったり、県民の生活や社会経済の発展
に大きな脅威となっています。
民事介入暴力とは、暴力団やその周辺人物が暴
力団組織の威力を背景に、強引な手法・方法で
金品等を要求する行為です。
暴力団を壊滅するためには、警察の取締りなど
にあわせて、県民一人ひとりが暴力団排除の意
識を高め、社会全体で対決姿勢を持つことが必
要です。
万が一このような暴力団などからの民事介入暴
力に遭遇した場合には、勇気を持って対応する
とともに、日下部警察署、最寄りの交番・駐在
所に相談してください。
皆様からの勇気ある通報が、暴力のない明るく
住み良い地域づくりの原動力になります。 市の人口 平成 28 年 1 月 1 日現在

（　　）内前月比

　人口　33,301 人 （－ 27 人）
 男 16,108 人 （－ 7 人）
 女 17,193 人 （－ 20 人）
 世帯 13,245 世帯 （－ 12 世帯）

有
料
広
告
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甘草屋敷子ども図書館第４７回企画展・2016 東日本大震災復興支援イベント
『はなちゃんの　はやあるきはやあるき』絵本原画展
３月 27 日（日）まで甘草屋敷子ども図書館にて開催中
★関連イベントのご案内

「～東日本大震災を忘れない～
90 名の小さな命を守った、ある保育園のお話」
♪日　時　2 月 21 日（日）午前１０時３０分～
♪場　所　甘草屋敷子ども図書館
♪定　員　３０名
♪参加のお申し込みは塩山図書館まで
避難訓練が小さな命を救った！子どもだけでなく大人の皆さんにも聞いてほしい「自分で自分の命をまもるこ
との大切さ」を伝えるお話です。

知的書評合戦ビブリオバトル IN 塩山⑧
♪日時　2 月 20 日（土）午後５時３０分～
♪場所　塩山図書館カウンター前

大人も子どもも楽しめるイベント。今回はど
んな本が紹介されるのか楽しみです♪当日観
戦は自由です。時間までにお集まりください。

塩山図書館及び子ども図書館
蔵書点検による休館のお知らせ
次の期間中、蔵書点検作業のため休館とさせてい
ただきます。
♪塩山図書館　　3 月 1 日（火）～ 11 日（金）
♪子ども図書館　3 月 1 日（火）～　8 日（火）

勝沼図書館おりがみ教室④
♪日時　2 月 28 日（日）午後２時～
♪場所　勝沼図書館
♪内容　お雛飾り
♪定員　一般向け１５名／子ども向け１５名

第二次図書館基本計画（案）に対する意見
（パブリックコメント）を募集しています。
♪閲覧場所　 市のホームページ／勝沼図書館／塩

山図書館／大和図書館／甘草屋敷子
ども図書館

♪募集期間　２月１日（月）～２月１９日（金）

山梨の若手醸造家集団
アサンブラージュと語る産地ワインの夕べ
♪日時　2 月 14 日（日）
　　　　午後６時～８時（開場 午後５時４５分～）
♪場所　勝沼図書館　※要申し込み
　　　　（参加申込みは勝沼図書館まで）

山梨の若手醸造家グループ『アサンブラージ
ュ』による試飲つきの講演会です。産地ワイ
ンについて・各社のこだわり　など、じっく
り楽しく話を聞けるチャンスです！

地元醸造家のお話しは必見！

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

マジックポッケ春のお話会
♪日時　3 月 6 日（日）午前 10 時 30 分～
♪場所　大和ふるさと会館　研修室２

読み聞かせボランティア「マジックポッケ」
のみなさんによる、幼児から小学校低学年向
けの春のお話会です♪

昨年度は沢山の方に参加して
いただきました。
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吉
よし

田
だ

 匠
たく

杜
と

くん（４ヶ月）

いいぞ！その笑顔！お父さんも、
お母さんも、おじいちゃんも、お
ばあちゃんも大喜びしてますよ！

父・将也さん、母・詠見加さん
（下於曽）

元気いっぱいに大きくなってね。
いつも笑顔をくれてありがとう。

父・光貴さん、母・真奈美さん
（下粟生野）

柳
やなぎ

澤
さわ

 　新
あらた

くん（４ヶ月） 古
ふる

屋
や

 凛
り

乃
の

ちゃん（４ヶ月）

わが家のスター

我が家の癒し係の新クン！いつも笑
顔で家族を和ませてくれます！スク
スク元気に育ってね！

父・祐介さん、母・美代さん
（上井尻）

広
報
こ
う
し
ゅ
う
発　
行
／
平
成
28
年
２
月
１
日

編　
集
／
甲
州
市
役
所　
政
策
秘
書
課　
秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w
.city.koshu.yam

anashi.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／info@

city.koshu.yam
anashi.jp

〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085番地 1　☎	0553-32-2111　FAX	0553-32-1818

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。


